
（様式２）

氏　　　　　名 備　　考
金本　房夫 欠席
尾脇　康資
久米　淳子
村上　正

津野　紗弥子

を考慮して距離を短くした。

中島中学校長
ＰＴＡ会長

評　　価　　・　　提　　言　　等 提言等に対する改善方策等

学　校　関　係　者　評　価　報　告　書

松山北高等学校中島分校
　学校番号（　２２　）

評　価　実　施　日 令和　8　年　2　月　5　日（　木 　）

委
員

所　　　属　　　等
元松山市教育委員会教育長
振興対策協議会役員　中島ふれあいセンター長
同窓会長

１　今年度の最終評価について
　（1）「なかぶん」宣言2025(旧マニフェスト)
      の実現に向けた取組

・中島の人的・物的資源を最大限に生かし、

地域と連携・協働する取組を継続する。

　　　 グループ２の愛顔創造部やアートLab部の活躍が素 ・総合的な探究の時間は、３年間を見通し

　　　晴らしい。中島地域のために分校生が体験活動を通した系統的なカリキュラムを行い、生徒が中

　　　てよく頑張っている。 島の地域理解を深められるよう努める。

   (2)  生徒・保護者の学校評価
　　　 全体的な評価は、生徒・保護者・教職員とも昨年よ ・来年度も引き続き、配慮が必要な生徒へ

　　 り上がっている。生徒・教員ともに清掃項目が低い。 の丁寧な指導を行う。家庭との連絡を密に

　　 清掃は目的を持って指導してほしい。 し、生徒が前向きに登校する学校としたい。

　　　 保護者の評価で、学校経営について4.8と高い評価 ・清掃の指導は日頃からの声掛けや言葉掛

　　 を得ているのは、先生方の努力の成果である。 けを積極的に行いたい。

   (3)  生徒指導
　　　 生徒によ自己評価で、２年生が低くなっている。２ ・２年生は控えめな生徒が多く、理想に対

　　 年生は自分に厳しい生徒が多いのではないか。 して、現状を過小評価しないよう、小さな

　　 マナーを守れている生徒が昨年より0.3上昇しているの成功体験を積み重ねることで、自己有用感

　　 はよい傾向である。 を高めていきたい。

   (4)  進路指導
　　　 四年制大学への進学の実績が素晴らしく、それぞれ ・１、２年生は27人在籍しており、個々に

　　 の生徒が３年間努力した結果である。学習指導、特に 応じた指導を授業で行うことが難しくなっ

　　 個別に能力を伸ばしていることがよい。 ている。今年度からスタディサプリを導入

し、ＩＣＴを活用した学習を図っている。

   (5)  その他
　　　 マラソン大会の距離が短くなったが、距離が長いと ・今、在籍している生徒の体力や運動能力

　　 足が遅い生徒も頑張れるのではないか。

２　外部への魅力発信について
　　   1年生が27名とたくさん入学してくれた。受験生が ・今年度は３回テレビニュースで取り上げ

　　 増えるよう引き続き分校の魅力を伝えてほしい。 られた。ＨＰのほか、インスタグラムを生

徒会が発信し、より生徒に近い情報発信を

心掛けていく。YouTubeなどの動画は中学

生の関心も高いので、動画を積極的にあげ

ていきたい。


